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(57)【要約】
【課題】カプセル内視鏡に関する固有情報を、カルテ等
の被転写媒体に間違えることなく表示することができる
。
【解決手段】収納体１０は、基部１２と、収納カバー１
３と、転写手段としての浸透印１４とを備える。収納カ
バー１３に第１及び第２の凹部１３Ａ、１３Ｂを設ける
。第１の凹部１３Ａの内部にカプセル内視鏡１１を収納
する。第２の凹部１３Ｂの内部に浸透印１４を設ける。
浸透印１４は、所定の文字及びバーコードの形状を有す
る印面１４Ｃを有する。所定の文字及びバーコードは、
カプセル内視鏡１１の固有情報を表す。収納カバー１３
を基部１２から剥離し、浸透印１４の印面１４Ｃを外部
に露出させる。カルテや管理台帳等の被転写媒体に、印
面１４Ｃを接触させ、所定の文字及びバーコードを被転
写媒体に転写させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物を内部に収納し、かつ前記内容物に関する所定の固有情報を被転写媒体に接触転
写する転写手段が取り付けられることを特徴とする収納体。
【請求項２】
　前記転写手段は、浸透印、スクリーン印刷手段、又は所定の形状を呈するパンチである
ことを特徴とする請求項１に記載の収納体。
【請求項３】
　前記転写手段は浸透印であって、前記インクを保持するインク保持手段と、前記インク
保持手段にインクを補充するためのインク補充口とを有することを特徴とする請求項１に
記載の収納体。
【請求項４】
　前記転写手段が、着脱自在に取り付けられることを特徴とする請求項１に記載の収納体
。
【請求項５】
　前記転写手段が、連結部材を介して着脱自在に取り付けられ、
　前記連結部材が、前記収納体に取り付けられる主接続部材と、前記転写手段に取り付け
られる副接続部材とを備え、
　前記主接続部材及び前記副接続部材が接続することによって、前記転写手段が前記収納
体に連結して取り付けられることを特徴とする請求項１に記載の収納体。
【請求項６】
　前記収容体は、前記内容物と転写手段それぞれ独立して収容する凹部が形成された収容
部と、前記凹部の開口部分を閉塞するフィルム部材とから構成され、前記フィルム部材は
少なくとも前記転写手段を収納する凹部を閉塞する部分が剥離可能となっていることを特
徴とする請求項１に記載の収納体。
【請求項７】
　前記転写手段は前記収納体の端部周辺に配置されていることを特徴とする請求項１に記
載の収納体。
【請求項８】
　第１の内容物を内部に収納し、かつ前記第１の内容物に関する第１の固有情報を被転写
媒体に接触転写する第１の転写手段が取り付け可能な第１の収納体と、
　第１の内容物とは異なる第２の内容物を内部に収納し、かつ前記第２の内容物に関する
第２の固有情報を被転写媒体に接触転写する第２の転写手段が取り付け可能な第２の収納
体と、
　前記第１の収納体に取り付けられる第１の主接続部材と、前記第１の転写手段に取り付
けられる第１の副接続部材とを有し、前記第１の主及び副接続部材を接続することにより
、前記第１の転写手段を前記第１の収納体に取り付けさせる第１の連結部材と、
　前記第２の収納体に取り付けられる第２の主接続部材と、前記第２の転写手段に取り付
けられる第２の副接続部材とを有し、前記第２の主及び副接続部材を接続することにより
、前記第２の転写手段を前記第２の収納体に取り付けさせる第２の連結部材とを備え、
　前記第１の主接続部材は前記第２の副接続部材に接続できないと共に、前記第２の主接
続部材は前記第１の副接続部材に接続できないことを特徴とする収納体群。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　カプセル内視鏡等の医療機器やその他の内容物を内部に収納して保管するための収納体
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、胃腸等の体内を撮影するための内視鏡として、飲み込み型のカプセル内視鏡が開
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発されつつある。カプセル内視鏡は、使用前においては、衛生面の観点から収納ケース等
に保管されており、使用する直前に収納ケースから取り出され、患者等の被検査者に嚥下
される（例えば、特許文献１参考）。
【０００３】
　嚥下された内視鏡は、体内の画像を体外に映像信号として無線送信し、その送信された
映像信号は、体外の受信装置で受信され、ハードディスクなどの記録装置に記録される。
記録装置に記録された映像信号は、検査終了後医師等によって観察される。
【０００４】
　カプセル内視鏡から送信される映像信号には、カプセル内視鏡の製造番号等が埋め込ま
れている。埋め込まれた製造番号は、例えば、映像信号と共に画面上に表示され、これに
より医師等は、その映像信号がいずれのカプセル内視鏡で得られたものであるかを特定す
ることが可能になる。
【特許文献１】特表２００３－５２３７９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、大量のカプセル内視鏡を用いて多くの被検査者を検査するような場合、被検査
者がどのカプセル内視鏡を嚥下したかを特定するのが困難になる場合があるので、カプセ
ル内視鏡から得られた映像信号を、違う被検査者のものと取り違えるおそれがある。
【０００６】
　また近年、患者が嚥下したカプセル内視鏡の情報は、管理・検索の利便性からコンピュ
ータなどに電子的に記録されること（データベース化）が切望される。しかし、カプセル
内視鏡を使用するときに、必ずしもその場にコンピュータがあり、かつ操作可能な人員が
いるとは限らず、上記情報を使用後直ちにデータベース化することが難しいことがある。
【０００７】
　そこで、本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、例えばカプセル内視鏡等の
医療機器を患者と一意的に結びつけることが可能な収納装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る収納体は、内容物を内部に収納し、かつ内容物に関する所定の固有情報を
被転写媒体に接触転写する転写手段が取り付けられることを特徴とする。
【０００９】
　転写手段は、例えば、浸透印、スクリーン印刷手段、又は所定の形状を呈するパンチで
ある。転写手段が浸透印である場合、インクを保持するインク保持手段と、インク保持手
段にインクを補充するためのインク補充口とを有することが好ましい。
【００１０】
　転写手段が、収納体に着脱自在に取り付けられても良く、例えば連結部材を介して着脱
自在に取り付けられる。例えば、連結部材が、収納体に取り付けられる主接続部材と、転
写手段に取り付けられる副接続部材とを備える場合、主接続部材及び副接続部材が接続す
ることによって、転写手段が収納体に連結して取り付けられる。
【００１１】
　収容体は、内容物と転写手段それぞれ独立して収容する凹部が形成された収容部と、凹
部の開口部分を閉塞するフィルム部材とから構成され、フィルム部材は少なくとも転写手
段を収納する凹部を閉塞する部分が剥離可能となっていることが好ましい。また、転写手
段は収納体の端部周辺に配置されていることが好ましい。
【００１２】
　本発明に係る収納体群は、第１の内容物を内部に収納し、かつ第１の内容物に関する第
１の固有情報を被転写媒体に接触転写する第１の転写手段が取り付け可能な第１の収納体
と、第１の内容物とは異なる第２の内容物を内部に収納し、かつ第２の内容物に関する第
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２の固有情報を被転写媒体に接触転写する第２の転写手段が取り付け可能な第２の収納体
とを備え、さらに、第１の収納体に取り付けられる第１の主接続部材と、第１の転写手段
に取り付けられる第１の副接続部材とを有し、第１の主及び副接続部材を接続することに
より、第１の転写手段を第１の収納体に取り付けさせる第１の連結部材と、第２の収納体
に取り付けられる第２の主接続部材と、第２の転写手段に取り付けられる第２の副接続部
材とを有し、第２の主及び副接続部材を接続することにより、第２の転写手段を第２の収
納体に取り付けさせる第２の連結部材とが設けられる。そして、本発明に係る収納体群は
、第１の主接続部材が第２の副接続部材に接続できないと共に、第２の主接続部材が第１
の副接続部材に接続できないことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、カプセル内視鏡等の内容物に関する固有情報をカルテ等の被転写媒体
に正確に転写することができるので、カプセル内視鏡等の内容物と患者等とを間違えるこ
となく一意的に結びつけることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下本発明について図面を用いて説明する。
　図１、２は、本発明に第１の実施形態に係る収納体を示すための図である。収納体１０
は、カプセル内視鏡１１を内部に収納するための収納体であって、基部１２及び収納カバ
ー１３で構成され、転写手段としての浸透印１４を備える。収納カバー１３は、例えばカ
プセル内視鏡１１を保護するために、比較的硬質なプラスチック等で構成され、上方に向
けて相対的に大きく凹む第１の凹部１３Ａと、相対的に小さく凹み、収納体の左端部近傍
に設けられた第２の凹部１３Ｂとを備える。基部１２は例えばプラスチックやアルミ箔、
紙等のフィルム部材で構成されており、第１凹部１３Ａ及び第２凹部１３Ｂの開口部分を
閉塞するように、収納カバー１３に剥離可能に接着されている。
【００１５】
　第１及び第２の凹部１３Ａ、１３Ｂの内部は、収納カバー１３下面に貼付された基部１
２によって密閉され、その密閉された第１の凹部１３Ａ内部にカプセル内視鏡１１が収納
される。また、第２の凹部１３Ｂの内部には、浸透印１４が設けられる。浸透印１４は、
例えばゴム、樹脂等の弾性多孔質体から成り、その下面が印面１４Ｃとして形成される。
弾性多孔質体には所定量のインクが含浸・保持されている。浸透印１４は密閉された第２
の凹部１３Ｂ内部に配置されるので、浸透印１４に保持されたインクは揮発するのが防止
される。
【００１６】
　印面１４Ｃには凹凸が形成され、その凸部は所定の文字１４Ｄ及びバーコード１４Ｅに
沿った形状を呈する。所定の文字及びバーコード１４Ｄ、１４Ｅは、内容物（カプセル内
視鏡１１）に関する固有情報、すなわちカプセル内視鏡１１を識別するための製造番号等
の識別情報に関するものである。
【００１７】
　カプセル内視鏡１１が収納カバー１３から取り出されて使用されるとき、収納カバー１
３が基部１２から剥離され、又は基部１２が収納カバー１３から剥離され、浸透印１４の
印面１４Ｃも外部に露出される。この状態で、収納カバー１３の下側にカルテや管理台帳
等の被転写媒体が配置され、第２の凹部１３Ｂが上方から押されると、印面１４Ｃの凸部
が被転写媒体に接触する。この接触により、上述したカプセル内視鏡１１の製造番号を示
すための所定の文字及びバーコードがインクによって被転写媒体に転写される。
【００１８】
　以上のように、本実施形態では、被験者が嚥下したカプセル内視鏡１１の製造番号がカ
ルテや管理台帳上に容易に転写することができるので、被検査者がどのカプセル内視鏡１
１を嚥下したのかを取り違えることなく把握できる。したがって、カプセル内視鏡１１か
ら得られた映像信号等の検査データが、他の被検査者のものと取り違えられることが防止
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される。
【００１９】
　また、転写された文字列は、手書き文字に比して、例えばＯＣＲなど公知の方法によっ
て、コンピュータに取り込みやすい。また、上述したように、転写内容にバーコードを含
ませることで、さらに確実にコンピュータへの取り込みが可能となる。そのため、内容物
を使用するときに、近くにコンピュータがなくても、後で確実・迅速にデータベース化で
きる。
【００２０】
　また、第２の凹部１３Ｂおよび浸透印１４は、収納体１０の端部周辺に設けられている
ので、カルテや管理台帳等の被転写媒体に転写する際に、収容体１０が邪魔にならず、転
写位置合わせ等が容易に行える。
【００２１】
　図３は、第２の実施形態に係る収納体を示す斜視図である。
　図３に示すように、本実施形態の収納体は、一面が開口された箱状の収納ケース２１か
ら構成され、その収納ケース２１の開口面２１Ａを閉じるための蓋部２２を備える。収納
ケース２１の内部には、鉗子、スネア等の内視鏡処置具等の繰り返し使用可能な医療機器
が収納される。蓋部２２は収納ケースに開閉自在に取り付けられている。蓋部２２は、そ
の裏面２２Ｂによって収納ケース２１の開口面２１Ａを覆うことにより、収納ケース２１
の内部を密閉させる。
【００２２】
　蓋部２２には所定の空間（不図示）が形成され、その空間には浸透印２４が設けられて
いる。浸透印２４は、含浸されたインクを保持する弾性多孔質体から成り、その印面２４
Ｃが蓋部２２の裏面２２Ｂにおいて露出している。印面２４Ｃには、第１の実施形態と同
様に、内容物に関する固有情報を表すための文字、バーコードに沿った形状を有する凸部
が形成される。蓋部２２の裏面２２Ｂには上記空間に連通したインク補充口２５が設けら
れており、浸透印２４のインクが無くなった場合、インク補充口２５から弾性多孔質体に
インクを補充することが可能である。
【００２３】
　蓋部２２が閉じられると、浸透印２４の印面２４Ｃは収納ケース２１内部の密閉空間に
配置され、浸透印２４のインクの揮発が防止される。一方、蓋部２２が開けられると、浸
透印２４の印面２４Ｃが外部に露出される。蓋部２２が開放した状態で、浸透印２４の印
面２４Ｃが被転写媒体に押しつけられ、或いは被転写媒体が蓋部２２の裏面２２Ｂに押え
つけられると、印面２４Ｃが被転写媒体に接触され、内容物に関する固有情報が、インク
によって被転写媒体に転写される。なお、本実施形態において、内容物に関する固有情報
は、品番、商品名、製造番号等であって、上記固有情報がカルテ等に転写されることによ
り、例えば、医師等がいずれの医療機器を用いて治療が行われたかを確認することができ
る。
【００２４】
　図４は、本発明の第３の実施形態を示す。第３の実施形態において、収納体は第２の実
施形態と同様に、内部に医療機器が収納される収納ケース３１で構成されると共に、浸透
印３４が収納ケース３１とは別体に設けられる。浸透印３４は、連結部材３７が取り付け
られており、その連結部材３７を介して収納ケース３１に着脱自在に連結されて取り付け
られる。連結部材３７は例えば紐やワイヤ等の紐状部材で構成され、例えば収納ケース３
１にくくりつけることにより、収納ケース３１に連結される。
【００２５】
　浸透印３４は、浸透印ケース３６の内部に、含浸されたインクを保持する弾性多孔質体
が収納されて構成され、浸透印３４の印面３４Ｃは浸透印ケース３６の開口面３６Ａにお
いて露出している。浸透印ケース３６には、インク補充口３５が設けられ、弾性多孔質体
にはインク補充口３５を介してインクを補充することが可能である。なお、浸透印３４が
使用されないときは、開口面３６Ａは不図示の蓋等によって覆われており、弾性多孔質体
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からインクが揮発するのが防止される。以上のように本実施形態においては、浸透印が収
納ケースに着脱自在に取り付けられるので、浸透印は他の収納ケースにも取り付けること
ができる。
【００２６】
　なお、上記連結部材は例えば、ワイヤ又は鎖と南京錠を組み合わせることにより、特定
の者以外が浸透印を着脱できないようにしても良い。このような構成によれば、浸透印が
誤った収納ケースに連結されるのが防止され、浸透印によって転写される固有情報が誤っ
た情報になることが防止される。
【００２７】
　図５は本発明の第４の実施形態を示すための模式図である。本実施形態は、異なる種類
の内容物（第１及び第２の内容物）それぞれを収納するための第１及び第２の収納ケース
３１Ａ、３１Ｂがある場合についての例である。以下、第４の実施形態について、第３の
実施形態との相違点を説明する。
【００２８】
　本実施形態においては、浸透印としても、第１及び第２の浸透印３４Ａ、３４Ｂが設け
られ、第１の浸透印３４Ａは、第１の内容物に関する固有情報を表す文字、バーコードの
形状に沿った凸部を有する印面が設けられ、第１の浸透印３４Ａは上記文字、バーコード
を転写することが可能である。第２の浸透印３４Ｂも同様に、第２の内容物に関する固有
情報を転写することが可能である。
【００２９】
　第１の収納ケース３１Ａ及び第１の浸透印３４Ａを連結するための第１の連結部材３７
Ａは、第１の収納ケース３１Ａ及び第１の浸透印３４Ａそれぞれにワイヤ等の紐状部材３
８を介して取り付けられた第１の主接続部材４０Ａ及び第１の副接続部材４１Ａで構成さ
れる。
【００３０】
　第１の主及び副接続部材４０Ａ、４１Ａそれぞれには凹凸が形成される。第１の主接続
部材４０Ａの凹凸は、第１の副接続部材４１Ａの凹凸に嵌合可能なように、その凹凸に対
応した形状を有する。また、第１の主接続部材４０Ａには鍵穴４２が設けられている。第
１の主接続部材４０Ａが第１の副接続部材４１Ａに嵌合されて接続されると共に、鍵穴４
２に差し込まれた鍵によって、第１の主及び副接続部材４０Ａ、４１Ａが嵌合状態で固定
され、第１の浸透印３４Ａが第１の収納ケース３１Ａに連結される。なお、鍵穴４２は第
１の副接続部材４１Ａに設けられてもよく、さらには、鍵穴４２の代わりに番号ロック等
が設けられ、それにより固定されても良い。
【００３１】
　第２の収納ケース３１Ｂ及び第２の浸透印３４Ｂを連結するための第２の連結部材３７
Ｂは、第１の連結部材３７Ａと同様に、第２の収納ケース３１Ｂ及び第２の浸透印３４Ｂ
それぞれに取り付けられる第２の主及び副接続部材４０Ｂ、４１Ｂを備える。第２の主接
続部材４０Ｂの凹凸は、第２の副接続部材４１Ｂの凹凸に嵌合可能なように、その凹凸に
対応した形状を有する共に、第２の主接続部材４０Ｂにも、第２の主及び副接続部材４０
Ｂ、４１Ｂを嵌合状態で固定するための鍵穴４２が設けられる。
【００３２】
　ここで、第１及び第２の主接続部材４０Ａ、４０Ｂは、それぞれ異なる凹凸を有し、第
１及び第２の副接続部材４１Ａ、４１Ｂそれぞれも異なる形状の凹凸を有するため、第１
の副接続部材４１Ａは、第２の主接続部材４０Ｂに嵌合して接続することができない。同
様に、第２の副接続部材４１Ｂは、第１の主接続部材４０Ａに嵌合して接続することがで
きない。
【００３３】
　すなわち、第１の浸透印３４Ａは、その印面が示す固有情報に対応する第１の内容物を
収納するための第１の収納ケース３１Ａに連結可能であるが、その他の種類の内容物を収
納するための収納ケースには連結できない。第２の浸透印３４Ｂも同様に第２の収納ケー
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ス３１Ｂに連結可能であるが、その他の収納ケースには連結できない。したがって、本実
施形態では、浸透印それぞれが、その印面が示す固有情報に対応しない内容物を収納する
ための収納ケースに連結されるのが防止される。
【００３４】
　また、本実施形態では、第１の内容物を収納するための第１の収納ケース３１Ａが複数
ある場合、それら第１の収納ケース３１Ａそれぞれに取り付けられる第１の主接続部材４
０Ａの凹凸形状は全て同一に形成される。これにより、第１の浸透印３４Ａは、いずれの
第１の収納ケース３１Ａにも連結可能になるので、使用者の都合によって適宜連結される
収納ケースが変更できる。第１の浸透印３４Ａが複数設けられる場合も、第１の副接続部
材４１Ａの凹凸形状は全て同一に形成される。勿論、第２の浸透印３４Ｂ及び第２の収納
ケース３１Ｂが複数設けられる場合も同様である。
【００３５】
　図６は、本発明に係る第５の実施形態について説明する。本実施形態は、内容物を収納
するための収納体がカプセルや錠剤等の薬剤を収納するためのＰＴＰシートである場合の
例である。
【００３６】
　ＰＴＰシート５０は、第１の実施形態の収容体と同様に、基部５２及び収納カバー５３
で構成される。収納カバー５３は、薬剤（内容物）５８が収納される複数の第１の凹部５
３Ａと、浸透印５４が内部に収納される１つの第２の凹部５３Ｂとが設けられ、第２の凹
部５３ＢはＰＴＰシート５０の上端部近傍に設けられる。浸透印５４は、印面が収納カバ
ー５３の裏面側に向くように配置される。
【００３７】
　基部５２はアルミシートなどのフィルム部材であって、第２の凹部５３Ｂが設けられた
収納カバー５３の上側部分の裏面に接着される剥離部５２Ａ（図６の斜線部分）と、上側
部分以外の収納カバーの裏面に接着される非剥離部５２Ｂとで構成される。剥離部５２Ａ
は、第２の凹部５３Ｂの開口部分を閉塞するように、収納カバー５３の裏面に剥離可能に
接着されている。本実施形態で使われる接着剤は、何度も剥がしたり貼ったり出来るタイ
プのものである。また、非剥離部５２Ｂは、第１の凹部５３Ａの開口部分を閉塞するよう
に接着されるが、収納カバー５３の裏面から剥離することができない。
【００３８】
　剥離部５２Ａは、その一部が収納カバー５３の上端からはみ出しており、把持部５９と
して形成される。浸透印５４による転写作業を行わない場合には、第２の凹部５３Ｂの開
口部、すなわち、浸透印５４の印面を剥離部５２Ａで覆い、把持部５９を収納カバー５３
の表面側に折り込むことで、浸透印５４の印面の保護およびインクの蒸発防止が可能とな
っている。剥離部５２Ａは、把持部５９を起点に収納カバーから剥離され、浸透印５４の
印面が収納カバー５３の裏面側に露出される。浸透印５４は、第１の文字５４Ｄ、バーコ
ード５４Ｅ、及び第２の文字５４Ｆの形状に沿った凸部が印面に設けられる。第１の文字
５４Ｄ及びバーコード５４Ｅは、薬剤の固有情報を表し、薬剤の種類、薬剤の有効成分量
、薬剤のロット番号等を表す。第２の文字５４Ｆは、使用時にならないと確定しない情報
（例えば、投薬日）の記載を使用者に促すために、空欄が設けられた文字列である。
【００３９】
　ＰＴＰシート５０の裏面に対向するように、カルテ等の被転写媒体が配置されると共に
、浸透印５４がＰＴＰシート５０の側から押され、又は被転写媒体が浸透印５４の印面に
押し付けられることにより、浸透印５４の印面が被転写媒体に接触する。この接触により
、上述した固有情報等が被転写媒体に転写されるので、医師等の使用者は、薬剤の種類や
ロット番号等を確認せずに、カルテ等の被転写媒体に、どのような薬剤を患者に投与した
かを正確かつ詳細に記すことができる。また、本実施形態では、使用時にならないと確定
しない情報（例えば使用日）を使用者が筆記具で書き込める余地も提供している。なお、
薬剤５８は、非剥離部５３Ｂが破られて取り出される。
【００４０】
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　なお、第１乃至第５の実施形態において、内容物の例として、カプセル内視鏡、内視鏡
処置具、薬剤の医療機器又は医薬品を示したが、その他の収納を必要とする一般機器、部
品、材料、食品等であっても本発明の内容物として適用することが可能である。
【００４１】
　また、第１乃至第５の実施形態において、内容物の固有情報は、文字及びバーコードで
表されたが、例えば図、記号等で表されても良い。また、内容物の固有情報としては、内
容物を特定するための固有情報であれば、特に限定されず、商品名、ロット番号、製造番
号、製造ライン番号、製造日等の生産者が提供する情報であっても良いし、例えば各内容
物に連番で付される管理番号等の使用者が独自で定める情報であっても良い。
【００４２】
　さらに、転写手段としては浸透印の例を示したが、例えばスクリーン印刷等を行うこと
が可能なスクリーン印刷手段でも良い。また、文字、記号等に沿った所定の形状を呈する
パンチが設けられ、そのパンチによって被転写媒体が穿孔されることによって、被転写媒
体に上記文字、記号等が転写されても良い。また、浸透印やスクリーン印刷で使用される
インクは、人間に視認可能なものでも良いが、視認できずにバーコードリーダー等の光学
読取装置等によって読取可能なものであっても良い。
【００４３】
　また、収納部材の例としては、上述した収納カバーと基部との組み合わせ、収納ケース
、ＰＴＰシート等に限らず、その他の袋、ケース等であっても良い。また、浸透印は弾性
多孔質体にインクを保持させる構成を示したが、浸透印には弾性多孔質体とは別体にイン
クを貯蔵するためのインク溜り部が設けられても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】第１の実施形態に係る収納体を上方から見た平面図である。
【図２】第１の実施形態に係る収納体を示す断面図である。
【図３】第２の実施形態に係る収納体を示す斜視図である。
【図４】第３の実施形態に係る収納体を示す斜視図である。
【図５】第４の実施形態に係る収納体群を示す模式図である。
【図６】第５の実施形態に係る収納体を上方から見た平面図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１１　カプセル内視鏡
　１２　基部
　１３　収納カバー
　１４、２４、３４、３４Ａ、３４Ｂ、５４　浸透印
　２１、３１、３１Ａ、３１Ｂ　収納ケース（収納体）
　３７Ａ、３７Ｂ　第１及び第２の連結部材
　５０　ＰＴＰシート（収納体）
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